
彙

報

第

一
五
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第

一
五
回
総
会
と
研
究
集
会
は
、　
一
九
九
三
年

一
二
月
四
、
五
日

の
両
日
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
資
料
館
講
堂
で
、
会
員
約

一
八

〇
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
平
城
官
第
二
四

一
次
調
査
出
土

木
簡

。
長
屋
王
邸
宅
跡
出
土
木
簡

（以
上
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
）、　
平
城
京

右
京
二
条
三
坊
四
坪
出
土
木
筒

。
大
安
寺
出
土
木
簡

（以
上
、
奈
良
市
教
育
委
員

会
）
を
は
じ
め
、
研
究
集
会
で
報
告
の
あ

っ
た
山
里
純

一
氏
収
集
の
沖
縄
の
呪

符
木
簡

９

１
フ
ダ
）
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

◇

一
二
月
四
日

（土
）
（午
後

一
時
ｉ
五
時
）

第

一
五
回
総
会

（議
長
　
青
木
和
夫
氏
）

狩
野
久
会
長
の
挨
拶
で
開
会
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
会
員
募
集
の
二
年
間
の

停
止
期
間
が
終
わ
っ
て
新
た
な
基
準
に
よ
る
入
会
審
査
を
行
な
う
よ
う
に
な

る
に
あ
た
り
、
木
簡
学
会
が
実
物
を
も
と
に
し
た
学
会
で
、
他
と
異
な
る
性
格

を
持

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
発
掘
調
査
機
関
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
あ
わ
せ

て
会
員
全
員
の
顔
が
見
え
る
学
会
に
し
た
い
と
い
う
希
望
が
述
べ
ら
れ
た
。

会
務
報
告

（館
野
和
己
委
員
）

新
入
会
員
は
な
く
、
逝
去
二
名
で
、
現
在
二
八
八
名
で
あ
る
こ
と
、
委
員
会

を
四
回
開
い
た
こ
と
、
新
幹
事
と
し
て
今
津
勝
紀
氏
が
入
っ
た
こ
と
、
会
の
あ

り
方
を
審
議
す
る
小
委
員
会
を
設
け
今
年
度
は
五
回
開
い
た
こ
と
、
会
員
サ
ー

ビ
ス
と
し
て

『
平
城
木
簡
概
報
』
二
七
、
二
八
、
『藤
原
木
簡
概
報
』
一
一
、
各

一
、
奈
良
市
教
委
記
者
発
表
資
料
を
配
布
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

編
集
報
告

（東
野
治
之
委
員
）

『
木
簡
研
究
』

一
五
号
の
編
集
経
過
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、　
一
四
号
よ
り

も
五
〇
頁
少
な
い
が
、
印
刷
費
が
前
年
度
よ
り
も
上
昇
し
た
の
で
、
頒
価
は
前

号
と
同
じ
く
四
五
〇
〇
円
と
す
る
旨
の
報
告
が
あ

っ
た
。

会
計

・
監
査
報
告

（綾
村
宏
委
員

・
笹
山
晴
生
監
事
）

綾
村
委
員
か
ら

一
九
九
二
年
度
の
会
計
報
告
が
行
な
わ
れ
、
続
い
て
笹
山
監

事
か
ら
、
会
計
が
適
正
に
行
な
わ
れ
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
、

会
員
問
題
の
提
案
の
後
、　
一
九
九
四
年
度
の
予
算
案
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。

会
員
問
題
に
つ
い
て
の
提
案

（佐
藤
宗
諄
委
員
）

二
年
間
凍
結
し
た
新
規
会
員
の
問
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。
現
在
、
四

〇
歳
以
上
の
会
員
が
全
体
の
七
七

′く
―
セ
ン
ト
を
占
め
、
若
い
会
員
の
入
会
が

必
要
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
以
下
の
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

一
、
入
会
基
準
と
し
て
、
木
簡
に
つ
い
て
の
研
究
歴

・
調
査
歴
、
推
薦
者
の

意
見

。
研
究
計
画
を
重
視
す
る
。
そ
の
た
め
申
込
用
紙
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、

次
年
度
は
五
月
末
を
入
会
申
し
込
み
締
め
切
り
と
す
る
。
ま
た
、
調
査
団
体
を

団
体
会
員
と
し
、
新
た
に
会
誌
購
読
会
員
を
設
け
る
方
向
で
検
討
す
る
。



二
、
研
究
集
会
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
で
積
極
的
に
開
き
、
ま
ず
次
年
度
は

新
潟
市
で
開
催
し
た
い
。
ま
た
、
従
来
の
研
究
集
会
は
、
展
示
木
簡
を
め
ぐ
る

実
質
的
討
論
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

三
、
会
活
動
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
会
員
の
木
簡
調
査
に
予
算
（調
査
費
）

を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
委
員
会

・
幹
事
会
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。
後
者
に

つ
い
て
は
、
委
員
会
の
開
催
回
数
を
増
や
し
、
委
員
の
役
割
分
担
を
決
め
る
な

ど
し
て
、
討
議
の
深
化
を
め
ざ
す
。
幹
事
に
つ
い
て
は
、
人
材
の
確
保
が
難
し

い
な
か
で
、
そ
の
あ
り
方
を
早
急
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
、
会
誌
の
編
集
に
つ
い
て
は
、
編
集
体
制
の
再
検
討
を
行
な
う
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
会
誌
執
筆
者
に
調
査
協
力
費
を
支
給
し
て
い
く
。

五
、
会
費
に
つ
い
て
は
、
会
財
政
が
単
年
度
赤
字
に
な
っ
た
こ
と
と
、
前
記

の
よ
う
な
会
活
動
の
前
進
を
図
る
た
め
、　
一
万
五
千
円
に
増
額
す
る
。

以
上
の
五
点
に
つ
い
て
の
提
案
に
対
し
て
、
基
本
的
な
方
針
を
承
認
し
、
細

部
に
つ
い
て
は
委
員
会
で
具
体
化
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

特
別
研
究
集
会
開
催
に
つ
い
て
の
報
告

（平
川
南
委
員
）

一
九
九
四
年
九
月
二
三
日

・
二
四
日
、
新
潟
大
学
の
小
林
昌
二
氏
を
中
心
に
、

八
幡
林
遺
跡
出
土
木
簡
な
ど
の
検
討
を
課
題
に
し
て
開
催
す
る
旨
の
報
告
が
あ

っ
た
。

研
究
集
会

（司
会
　
和
田
率
氏
）

沖
縄
の
呪
符
木
筒
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
里
純

一
氏

い
ま
に
息
づ
く
呪
符

・
形
代
の
習
俗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野
義
雄
氏

山
里
氏
の
報
告
は
、
沖
縄
県
に
今
も
魔
除
け
の
札
と
し
て
残
る
護
符
に
つ
い

て
の
も
の
で
あ
り
、
神
社
や
寺
の
発
行
す
る
も
の
、
個
人
で
書
か
れ
た
護
符
、

墓
の
護
符
な
ど
が
あ
り
、　
一
五
世
紀
こ
ろ
に
中
国
か
ら
呪
符
が
渡
来
し
て
き
た

こ
と
に
よ
る
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
。

奥
野
氏
の
報
告
は
、
民
俗
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
五
大
力
尊
呪
符
、
物

忌
札
、
大
般
若
経
転
読
札
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
が
あ

っ
た
。

右
の
二
報
告
は
本
号
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
集
会
の
終
了
後
、
同
じ
会
場
で
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
た
。

◇

一
二
月
五
日

（日
）
（午
前
九
時
―
午
後
三
時
）

研
究
集
会

（司
会
　
松
下
正
司
氏

。
鎌
田
元

一
氏
）

一
九
九
三
年
全
国
出
土
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
晃
宏
氏

平
城
京
右
京
二
条
三
坊

。
三
条
三
坊
の
調
査
　
　
　
　
　
　
西
崎
卓
哉
氏

渡
辺
氏
の
報
告
は
、　
一
九
九
三
年
に
全
国
で
木
簡
が
出
土
し
た
六
八
の
遺
跡

の
概
要
と
木
簡
の
内
容
を
説
明
し
た
も
の
で
、
多
く
は
本
号
に
掲
載
で
き
た
。

西
崎
氏
の
報
告
は
、
平
城
京
右
京
域
の
調
査
で
検
出
さ
れ
た
遺
構
や
出
土
遺
物

と
、
出
土
木
衡
の
関
係
な
ど
、
多
岐
に
及
ん
だ
報
告
で
あ
っ
た
。

午
後
の
討
論
で
は
、
二
日
間
に
わ
た
っ
た
報
告
に
つ
い
て
、
活
発
な
討
論
が

行
な
わ
れ
た
。
最
後
に
早
川
庄
八
副
会
長
か
ら
閉
会
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

新
潟
特
別
研
究
集
会

一
九
九
四
年
九
月
二
三
、
二
四
日
の
両
日
、
新
潟
市
に
お
い
て
特
別
研
究
集

会
が
開
催
さ
れ
た
。
奈
良
以
外
の
地
に
お
け
る
研
究
集
会
と
し
て
初
め
て
の
試



み
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
木
簡
が
出
土
し
た
現
地
を
見
学
し
て
遺
物
を

実
見
し
討
論
を
行
な
う
と
い
う
、
遺
跡

・
遺
物

一
体
と
な

っ
た
木
簡
研
究
本
来

の
あ
り
方
に
適
う
誠
に
意
義
あ
る
研
究
集
会
と
な
っ
た
。

今
回
の
研
究
集
会
は
、
木
筒
学
会
の
主
催
の
も
と
、
実
務
は
新
潟
大
学
の
小

林
昌
二
氏
を
委
員
長
と
し
て
組
織
さ
れ
た
実
行
委
員
会

（委
員
　
石
上
英

一
氏
、

鬼
頭
清
明
氏
、
熊
田
亮
介
氏
、
坂
井
秀
弥
氏
、
佐
藤
信
氏
、
鈴
木
靖
民
氏
、
関

和
彦
氏
、
館
野
和
己
氏
、
平
川
南
氏
、
本
郷
真
紹
氏
、
前
沢
和
之
氏
）
が
担
当

し
、
各
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
地
元
の
方
々
の
多
大
の
ご
協
力
を
得
た
。
ご
後

援
い
た
だ
い
た
の
は
、
次
の
各
機
関
で
あ
る
。
新
潟
県
教
育
委
員
会

・
新
潟
市

教
育
委
員
会

・
白
根
市
教
育
委
員
会

・
豊
浦
町
教
育
委
員
会

・
黒
埼
町
赦
育
委

員
会

・
神
林
村
教
育
委
員
会

。
笹
神
村
教
育
委
員
会

。
和
島
村
教
育
委
員
会

・

動
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

。
新
潟
日
報
社

・
Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送
。
ま

た
、
通
常
の
研
究
集
会
で
は
参
加
者
を
会
員
に
限

っ
て
い
る
が
、
今
回
は
地
元

の
調
査
研
究
者
や
大
学
院
生
な
ど
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

◇
九
月
二
三
日

（金
）
（午
前
九
時
ぞ
午
後
五
時
）

バ
ス
計
四
台
で
二
班
に
別
れ
て
遺
跡

。
遺
物
の
見
学
を
実
施
し
た
。
ま
ず
、

新
潟
市
立
白
新
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
新
潟
市
教
育
委
員
会
の
小
池
邦
朔

氏
と
黒
埼
町
教
育
委
員
会
の
渡
辺
ま
す
み
氏
か
ら
説
明
を
受
け
遺
物
を
実
見

し
た
あ
と
、
和
島
村
に
向
か
う
途
中
整
備
さ
れ
た
的
場
遺
跡
を
車
中
か
ら
見
学

し
た
。
昼
食
の
後
、
和
島
村
立
北
辰
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
和
島
村
叛
育

委
員
会
の
田
中
靖
氏
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
遺
物
を
実
見
、
つ
い
で
八
幡
林

遺
跡
の
現
地
見
学
を
行
な
っ
た
。
展
示
さ
れ
た
遺
物
は
、
白
新
中
学
校
で
は
、

的
場
遺
跡
出
土
木
衛

・
緒
立
Ｃ
遺
跡
出
土
木
簡
、
北
辰
中
学
校
で
は
、
八
幡
林

遺
跡
出
土
木
簡

。
山
田
郷
内
遺
跡
出
土
木
簡

・
門
新
遺
跡
出
土
漆
紙
文
書
な
ど

で
あ
る
。
そ
の
後
新
潟
大
学
生
協
食
堂
に
お
い
て
、
懇
親
会
を
行
な
っ
た
。
見

学
の
参
加
者
は
計

一
七
五
名
で
あ

っ
た
。

◇
九
月
二
四
日

（土
）
（年
前
九
時
を
午
後
四
時
）

「古
代
越
後
と
木
筒
」
と
題
し
て
新
潟
大
学
人
文
学
部
に
お
い
て
研
究
集
会

を
開
催
し
た
。
報
告
は
次
の
五
本
で
あ
る

（司
会
　
鬼
頭
清
明
氏

・
熊
田
亮
介

氏
）
。国史

跡
指
定
答
申
な
っ
た
八
幡
林
官
衛
遺
跡
　
　
　
　
　
　
小
林
昌
二
氏

八
幡
林
遺
跡
の
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
靖
氏

古
代
越
後
平
野
の
環
境

。
交
通

。
官
衝
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
井
秀
弥
氏

郡
符
木
簡
と
封
絨
木
筒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
信
氏

八
艦
林
遺
跡
と
地
方
官
衛
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
川
　
南
氏

そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
報
告
を
め
ぐ

っ
て
予
定
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
活
発
な
討

論
が
行
な
わ
れ
た
。
参
加
者
は
会
員
八
四
名
、
非
会
員

一
二
四
名
の
計
二
〇
八

名
で
、
地
元
研
究
者
や
若
手
研
究
者
の
参
加
が
め
だ
っ
た
。
以
上
の
報
告
に
つ

い
て
は

『
木
簡
研
究
』

一
七
号

（
一
九
九
五
年

一
一
月
刊
行
予
定
）
に
掲
載
を

予
定
し
て
い
る
。
別
室
で
は
、
二
三
日
の
展
示
遺
物
に
加
え
て
、
神
林
村
平
林

城
跡
出
土
木
簡

・
白
根
市
馬
場
屋
敷
遺
跡
出
土
木
衛

・
豊
浦
町
曽
根
遺
跡
出
土

木
簡

・
笹
神
村
発
久
遺
跡
出
土
木
簡

・
出
雲
崎
町
番
場
遺
跡
出
土
木
簡

・
同
町



寺
前
遺
跡
出
土
木
簡

。
新
潟
市
山
木
戸
遺
跡
出
土
木
筒

・
横
越
村
上
郷
遺
跡
出

土
木
簡
な
ど
の
展
示
を
行
な
っ
た
。

な
お
、
九
月
二
五
日

（日
）
に
は
、
越
後
木
簡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

の
主
催
、
木
簡
学
会
な
ど
の
後
援
に
よ
り
、

「越
後
木
簡
ツ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『今

よ
み
が
え
る
越
後
の
古
代
ヒ

が
、　
新
潟
市
万
代
市
民
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。
計
三
三
〇
名
の
参
加
者
が
あ

っ
た
。

委
員
会
報
告

◇

一
九
九
二
年

一
二
月
四
日

（土
）
　
　
　
於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

総
会
に
先
立
ち
、
会
務
に
つ
い
て

『
木
簡
研
究
』

一
五
号
の
完
成
、
『
平
城

木
筒
概
報
』
二
八
の
配
布
の
報
告
が
あ

っ
た
。　
ま
た
、
『
木
簡
研
究
』

一
五
号

の
編
集
報
告
、
第
二
次
会
計
中
間
報
告
、
当
日
の
研
究
集
会
の
持
ち
方
に
つ
い

て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
年
間
に
わ
た
っ
た
新
規
会
員
の
凍
結
が

解
除
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
入
会
希
望
者
の
審
査
に
際
し
、
木
簡
に
関
す
る
業

績
を
重
視
し
、
実
質
的
な
審
査
を
行
な
い
、
調
査
機
関
の
団
体
加
入
を
求
め
る

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
会
費
も
、
現
行
の
一
万
円
か
ら

一
万
五
千
円

ヘ

の
改
正
案
が
総
会

へ
正
式
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
な
お
、　
一
九
九

四
年
九
月
に
新
潟
で
特
別
研
究
集
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
実

行
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。

◇

一
九
九
四
年
六
月
六
日

（月
）
　
　
　
　
於
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

会
務
に
つ
い
て
幹
事
の
交
替

（森
公
章
氏
か
ら
大
隅
清
陽
氏

へ
）
、
会
計
に

つ
い
て

一
九
九
三
年
度
の
決
算
報
告
と
そ
の
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
『
木
簡
研
究
』

一
六
号
の
編
集
は
和
田
率
氏
を
中
心
に

行
な
わ
れ
る
こ
と
も
併
せ
て
承
認
さ
れ
た
。
次
に
、
入
会
希
望
者
の
審
査
が
行

な
わ
れ
、
次
回
委
員
会
ま
で
継
続
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
潟
特
別
研
究

集
会
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会
か
ら
準
備
状
況
の
報
告
が
あ
り
、
日
程
と
報

告
内
容
案
な
ど
を
了
承
し
た
。　
一
九
九
四
年
の
総
会

。
研
究
集
会
に
つ
い
て
も

意
見
が
交
換
さ
れ
た
。

◇

一
九
九
四
年

一
〇
月
三

一
日

（月
）
　
　
於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

初
め
に
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
鶴
見
泰
寿
氏
を
幹
事
に
補
充
す

る
こ
と
を
了
承
し
た
。
続
い
て
、

一
九
九
四
年
度
の
会
計
中
間
報
告
、
新
潟
特

別
研
究
集
会
の
結
果
報
告

盆
削
頂
参
照
）
、
『木
筒
研
究
』

一
六
号
の
編
集
経
過

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
第

一
六
回
総
会

・
研
究
集
会
の
日
程

と
内
容
に
つ
い
て
決
定
し
た
。
引
き
続
い
て
入
会
希
望
者
の
審
査
に
う
つ
り
、

木
簡
に
関
す
る
論
考

。
調
査
歴
、
木
簡
研
究
計
画
な
ど
を
中
心
に
検
討
を
行
な

っ
た
。
審
査
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
は
活
発
な
討
論
が
な
さ
れ
、
特
に
今
後
の

木
簡
研
究
計
画
を
重
視
す
べ
し
と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
。
そ
の
後
各
申
込

者
に
つ
い
て
厳
正
な
審
査
を
行
な
っ
た
結
果
、
最
終
的
に
は

一
九
人
全
員
の
入

会
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
来
期
の
委
員
改
選
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。
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